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町の位置（役場） 北緯 34度51分　東経 135度51分　海抜 118メートル
町の面積　　 58.26平方キロメートル
人のうごき　　人口 9,881人（－7）　男 4,919人（－9）　女 4,962人（+2）
　　　　　　　　　出生 3人　 死亡 7人　 転入 25人　 転出 26人
　　　　　　　　　世帯数 3,473世帯（+2）
　　　　　　　　　※平成24年８月１日現在の数値。　（　）内は前月との比較。
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京
都
府
立
丹
波
自
然
公
園
で

　
　
　

８
月
５
日
、
第
22
回
京
都

府
消
防
操
法
大
会
が
行
わ
れ
、
宇

治
田
原
町
消
防
団
（
＝
桝
村
昌
弘

団
長
）
が
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
で
４
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
大
会
か
ら
設
け
ら
れ
た

優
秀
選
手
賞
を
、
３
番
員
の
木
谷

直
充
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

操
法
大
会
は
、
団
員
の
消
防
技

術
の
向
上
と
士
気
高
揚
を
図
る
た

め
に
開
催
。
小
型
ポ
ン
プ
を
使
用

し
、
火
点
へ
向
け
て
実
際
に
放
水

を
行
い
、
そ
の
一
連
の
流
れ
・
動

作
の
ス
ピ
ー
ド
と
正
確
性
、
安
全

性
を
競
い
合
い
ま
す
。
今
大
会
へ

は
、
府
内
21
消
防
団
が
参
加
。
宇

治
田
原
町
か
ら
は
、
第
１
分
団
第

３
部
（
湯
屋
谷
支
部
・
上
田
真
嗣

部
長
）
が
代
表
と
し
て
出
場
。
昨

夏
の
京
都
府
消
防
協
会
綴
喜
支
部

消
防
操
法
大
会
で
の
優
勝
で
弾
み

を
つ
け
た
メ
ン
バ
ー
は
、
今
年
も

春
か
ら
大
会
へ
向
け
て
連
日
連
夜
、

砂
ま
み
れ
に
な
っ
て
汗
を
流
し
て

き
ま
し
た
。
本
番
で
は
、
そ
の
成

果
が
実
り
、
全
チ
ー
ム
中
、
最
速

タ
イ
ム
43
秒
39
を
叩
き
出
し
ま
し

た
。
上
田
部
長
は
４
位
入
賞
と
木

谷
さ
ん
の
受
賞
を
「
大
変
う
れ
し

い
。
長
期
に
わ
た
る
訓
練
で
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
た
ご
家
族
の
皆
さ

ん
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話

し
ま
し
た
。
出
場
選
手
は
次
の
皆

さ
ん
（
敬
称
略
）。
▼
指
揮
者 

辻

井
祐
介
▼
１
番
員 

藤
田
義
人
▼

２
番
員 

浅
田
眞
幸
▼
３
番
員 

木

谷
直
充
▼
補
助
員 

安
井
信
行

Info
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
テ
レ
ビ「
京
都
ふ
ら
り
ー
」（
９

月
３
日
月
午
後
９
時
20
～
50
分
）
で
、本
町

消
防
団
の
活
動
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

指揮者　辻井祐介

１番員　藤田義人

２番員　浅田眞幸

３番員　木谷直充

団
結
力
と
機
動
力
で
４
位
入
賞

参
加
チ
ー
ム
中
、
最
速
タ
イ
ム
。
唯
一
の
43
秒
台
を
マ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
22
回
京
都
府
消
防
操
法
大
会
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台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に

　
　

今
一
度
、
備
え
の
確
認
を

　

京
都
府
南
部
で
８
月
13
日
夜
か
ら
14
日
朝
に
か
け
て
降
っ
た
記

録
的
豪
雨
は
、
府
南
部
地
域
に
土
砂
崩
れ
や
床
上
浸
水
な
ど
の
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。「
今
ま
で
は
こ
ん
な
こ
と
な
か
っ

た
の
に
」
と
い
う
こ
と
が
、
起
こ
っ
て
し
ま
う
災
害
。
こ
れ
か
ら

迎
え
る
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
今
一
度
、
風
水
害
へ
の
備
え
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

日
頃
の
備
え

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
自
分
と

家
族
の
命
を
守
れ
る
か
ど
う
か

は
、
ま
ず
、
自
ら
の
備
え
と
行

動
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
先
日

の
豪
雨
は
、
深
夜
か
ら
早
朝
に

か
け
て
強
く
降
り
ま
し
た
。
例

え
ば
、
こ
ん
な
時
間
帯
だ
と
、

寝
て
い
て
、
突
然
、
避
難
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
状
態
に
な
っ
て

か
ら
準
備
し
て
い
て
は
、
逃
げ

遅
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

防
災
マ
ッ
プ
で
確
認

　

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
、
日
頃

か
ら
防
災
マ
ッ
プ
で
、
避
難
経

路
や
避
難
場
所
、
連
絡
先
な
ど

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▲

全
世
帯
に
配
布
し
た
防
災
マ
ッ
プ
。
町

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

非
常
持
ち
出
し
品

　
　
　
　

チ
ェ
ッ
ク
□

■
非
常
用
食
料（
３
日
分
）

■
飲
料
水
（
３
日
分
）
１

人
３
リ
ッ
ト
ル
が
目
安

■
懐
中
電
灯

■
ロ
ー
ソ
ク
・
発
煙
筒

■
マ
ッ
チ
・
ラ
イ
タ
ー

■
携
帯
ラ
ジ
オ（
予
備
電
池
）

■
衣
類
・
下
着
類

■
タ
オ
ル

■
救
急
セ
ッ
ト

■
貴
重
品

■
ロ
ー
プ　

な
ど

地
域
ぐ
る
み
で
備
え
る

　

先
日
の
豪
雨
で
、
宅
地
内
へ

の
浸
水
を
防
ご
う
と
、
土
の
う

の
設
置
作
業
が
各
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
土
の
う
は
一
つ
作
る

の
も
大
変
。
そ
の
う
え
、
水
を

せ
き
止
め
る
た
め
に
は
た
く
さ

ん
の
土
の
う
が
必
要
で
す
。
こ

ん
な
と
き
に
備
え
、
日
頃
か
ら

自
主
防
災
組
織
の
訓
練
に
参
加

し
、
す
ぐ
助
け
合
え
る
地
域
づ

く
り
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、

自
主
防
災
組
織
等
で
土
の
う
を

作
り
お
き
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

こ
の
ほ
ど
町
で
、
一
部
の
地
域

の
消
防
器
具
庫
へ
土
の
う
を
補

充
し
ま
し
た
。

情
報
入
手
と
避
難

　

台
風
や
大
雨
の
際
は
、
正
確

な
情
報
と
、
早
め
の
避
難
が
命

を
守
り
ま
す
。

最
新
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ

　

最
新
の
情
報
を
、
素
早
く
確

認
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

①
京
都
地
方
気
象
台

②
河
川
の
水
位
情
報
＝
京
都
府

河
川
防
災
情
報

③
土
砂
災
害
警
戒
情
報
＝
京
都

府
土
砂
災
害
監
視
シ
ス
テ
ム

④
日
本
気
象
協
会

※
②
～
④
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
防
災
情
報
」
か
ら
リ
ン
ク

▼
テ
レ
ビ
（
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
）
リ
モ
コ
ン
の
Ｄ
ボ
タ
ン

▼
防
災
・
防
犯
情
報
メ
ー
ル　

京
都
府
や
町
か
ら
、
地
域
の

気
象
や
防
災
情
報
な
ど
を
配

信
し
て
い
る
「
防
災
・
防
犯

情
報
メ
ー
ル
」
に
、
登
録
し

　

ま
し
ょ
う
。
登
録
はanzen

　

@
k-anshin.pref.kyoto.jp

　

停
滞
前
線
が
日
本
海

か
ら
西
日
本
に
南
下
し
、

こ
の
前
線
に
向
か
っ
て
、

暖
か
く
湿
っ
た
空
気
が

流
れ
込
ん
だ
た
め
、
14

日
明
け
方
か
ら
朝
に
か

け
て
京
都
府
南
部
を
中

心
に
猛
烈
な
雨
が
降
り

ま
し
た
。
宇
治
田
原
町

で
は
、
降
り
始
め
の
13

日
午
後
９
時
か
ら
の
総

雨
量
は
２
３
５
㍉
（
荒

木
）
を
観
測
。
特
に
14

日
午
前
３
時
か
ら
７
時

の
４
時
間
に
集
中
し
て

１
１
８
㍉
降
り
、
こ
の

時
間
帯
に
禅
定
寺
地
区

を
は
じ
め
各
所
で
、
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

17
日
ま
で
に
判
明
し

た
今
回
の
豪
雨
に
よ
る

浸
水
な
ど
の
住
宅
被
害

は
、
京
都
府
内
で
は
２
，

９
９
７
棟
、
そ
の
う
ち

宇
治
市
が
２
，０
０
０
棟

以
上
と
、
府
南
部
に
集

中
し
て
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
人
的
被
害（
全

国
総
計
）で
は
、死
者
が
、

宇
治
市
１
人
、
大
阪
府

枚
方
市
１
人
。
ま
た
、

行
方
不
明
者
が
、
宇
治

市
１
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
内
閣
府
発
表
資
料

等
よ
り
）。
宇
治
田
原
町

で
は
、
幸
い
に
も
人
的

被
害
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
禅
定
寺
地
区
で
民

家
の
裏
山
の
崖
が
崩
れ
、

家
屋
１
棟
が
損
壊
し
ま

し
た
。
ま
た
、
郷
之
口

の
末
山
・
く
つ
わ
池
自

然
公
園
で
は
、
た
め
池

の
堰
堤
が
決
壊
し
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
町
内
各

所
で
、
法
面
や
田
畑
の

崩
落
な
ど
の
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

８月13日～14日

京都府南部を襲った豪雨
宇治田原のそのとき、その被害

■問総務課（☎88－6631）

あなたの街の近くで便利なJAです。 ちょきんぎょ®

お問合せはお近くのJA窓口又は渉外担当者へ

宇治田原町支店（0774）88－2034

裏山が崩れ民家が損壊。

禅定寺川が氾濫し田が浸水。

山から流れ出した水が道路を流れる。 畑に禅定寺川の濁流が浸水。
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に
空
メ
ー
ル
を
送
信
。 「安心・安全メール」

登録申込み用アドレス
ＱＲコード

▼
ラ
ジ
オ　

停
電
し
て
も
使
え

る
ラ
ジ
オ
は
貴
重
な
情
報
源

で
す
。

▼
緊
急
速
報
メ
ー
ル　

町
か
ら

の
避
難
勧
告
・
指
示
等
の
緊

急
情
報
を
携
帯
電
話
に
メ
ー

ル
配
信（
発
信
時
に
町
内
に
い

る
方
）し
ま
す
。（
登
録
不
要
）

早
め
の
避
難
が
基
本

　

先
日
の
豪
雨
で
は
、
公
民
館

等
に
17
名
の
方
が
自
主
避
難
さ

れ
ま
し
た
。
本
町
で
は
幸
い
に

も
人
的
被
害
が
発
生
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
結
果
と
し
て
何
も
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
少
し
で
も

危
な
い
と
感
じ
た
ら
、
今
回
の

よ
う
に
自
主
的
に
避
難
す
る
よ

う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、

状
況
に
よ
っ
て
は
避
難
す
る
方

が
危
険
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

避
難
す
る
場
合
は
、
周
囲
の
状

況
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
で
は
、
気
象
情
報

や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
な
ど
に

応
じ
て
、
避
難
勧
告
・
指
示
を

発
令
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
避
難
情
報
に
も
注
意
し
、

発
令
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
に
従
い

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

大
雨
や
台
風
の
際
、ま
た
直

　
　

後
に
、河
川
や
田
畑
に
は
、

絶
対
に
近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

京都府南部豪雨災害
被災者支援募金の受付

　町では、町社会福祉協議会と協力し、被災者支援募
金の受付を行っています。募金は日本赤十字社を通じ
て、被災者支援に役立てられます。皆さんの温かい
ご支援をお願いします。
募金箱設置場所　役場、総合文化センター、社会福祉
協議会･中央公民館･ＪＡ京都やましろ宇治田原町支店
期間　９月25日（火）まで

防災の日　資料展
　「自分たちのまち・地域は自分たちで守る」といった
防災意識の啓発と、防災に関する知識普及のため、

「防災の日　資料展」を行っています。昭和28年の
「南山城水害」の資料をはじめ、防災マップ（土砂災害・
田原川洪水ハザードマップ）や地震ハザードなどを
展示しています。
期間　９月５日（水）まで
場所　総合文化センター２階ギャラリー

まちの新たな観光振興アイデア探る
検討会のメンバーを募集 ■問産業振興課　☎88－6638

観光振興方策検討事業

　

町
で
は
、
新
た
な
観
光

資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
既

存
の
観
光
資
源
を
活
用
し

た
商
品
開
発
等
に
向
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
団
体

や
個
人
の
知
恵
を
お
借
り

す
る
検
討
会
議
の
開
催
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
検
討
会
議
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
団
体
や

個
人
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

　

検
討
会
議
で
は
固
定
観

念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
由

な
発
想
で
い
ろ
い
ろ
な
ご

意
見
を
お
聞
き
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

あ
た
た
め
て
い
る
ア
イ

デ
ア
が
あ
る
方
や
ご
興
味

の
あ
る
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象　

▼
町
内
の
農
商
工
、

観
光
関
係
者
▼
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
▼
特
産
品
の

開
発
に
関
わ
っ
て
い
る
方

▼
こ
の
ほ
か
町
の
観
光
振

興
に
興
味
の
あ
る
方
な
ど

募
集
期
間　

９
月
３
日（
月
）

～
21
日
（
金
）

申
込
み　

①
氏
名
②
住
所

③
電
話
番
号
④
所
属
団

体
・
職
業
を
電
話
で
連
絡

備
考　

検
討
会
議
は
年
３

回
程
度
開
催
を
予
定

 Health insurance

国保
後期高齢

　問・申戸籍・保険課　☎88－6634

国
保
の
特
定
健
診

40
歳
以
上
の
皆
さ
ん
へ

受
診
期
限
は
今
月
29
日

　

町
の
国
民
健
康
保
険
に
継
続

し
て
ご
加
入
の
40
歳
以
上
の
方

に
対
し
て
、
６
月
末
に
「
特
定

健
康
診
査
（
特
定
健
診
）」
の

受
診
券
（
さ
く
ら
色
の
用
紙
）

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、

９
月
28
日
ま
で
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　

健
診
は
、「
受
診
券
」
と
「
受

診
票
」、「
保
険
証
」
を
持
っ
て

直
接
、
医
療
機
関
で
受
診
く
だ

さ
い
。
自
身
の
健
康
管
理
の
た

め
に
、
年
に
一
度
の
健
診
を
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

75
歳
以
上
の
方
の
健
診

10
月
末
ま
で
に
受
診
を

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
す
る
75
歳
以
上
の
方
の
健
診

は
、
10
月
末
が
受
診
期
限
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
お
済
で
な
い
方
は
、
お

早
め
に
受
診
く
だ
さ
い
。

　

受
診
に
は
、
役
場
で
の
事
前

申
込
み
が
必
要
で
す
。申
込
後
、

「
受
診
票
」
と
「
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
」
を
持
っ
て
医

療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担　

無
料

 ☎075－644－1165

国民年金
　問・申京都南年金事務所

　

将
来
の
無
年
金
・
低
年

金
を
防
止
す
る
た
め
、
納

め
忘
れ
の
保
険
料
を
遡
っ

て
支
払
え
る
期
間
が
来
月

か
ら
（
３
年
間
に
限
り
）、

過
去
10
年
間
（
今
ま
で
は

過
去
２
年
）
に
延
長
さ
れ

ま
す
。
こ
の
後
納
の
申
込

み
は
、
直
接
、
日
本
年
金

機
構
へ
申
請
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
対
象

者
に
は
日
本
年
金
機
構
か

ら
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す
。

対
象
者　

平
成
14
年
10
月

以
降
に
未
納
・
未
加
入
期

間
を
有
す
る
方
（
年
金
の

受
給
権
が
あ
る
方
は
除

く
）

後
納
保
険
料
の
納
付
期
間

平
成
24
年
10
月
～
平
成
27

年
９
月
30
日

※
納
期
限
は
対
象
月
か
ら

起
算
し
て
10
年
後
の
月

末
後
納
保
険
料　

未
納
当
時
の

保
険
料
に
一
定
の
加
算
額

を
加
え
た
額
。
承
認
年
度

に
よ
り
異
な
る

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
＝
☎
０
５
７
０-

０
１
１-

０
５
０

10
月
か
ら
後
納
制
度
が

始
ま
り
ま
す

　18歳未満の子どもさんのいる
ご家庭には、プレミアムカードを
役場福祉課へお申し出ください。

　地域のみなさんといっ
しょに、この町の人々を
応援します。

宇治田原町商業振興協同組合

毎週日曜日に新聞折込してます
快適住まいのリフォーム

パナソニックのリファインショップ

介護保険対象工事・太陽光発電・オー
ル電化・バリアフリー改修・省エネ
改修・耐震改修・火災報知機承ります。
ネットで検索
リファイン京田辺

京田辺
リファイン

京田辺市三山木西荒木６　お問合せ
通話料無料　0120（806）200へ

 National Pension

町のお土産として、目玉商品となる
ような商品アイデアをお持ちの方、
ぜひご参加ください。

堰堤が決壊し水が流出したくつわ池自然公園のため池。

道路を完全に遮る倒木。 くつわ池から流出した水が府道宇治木屋線のガードレールを押し落とす。

土砂が崩落し地面がえぐられた茶畑。 山から土砂が流出し通行止めとなった府道宇治木屋線。
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託
さ
れ
た
平
和
の
バ
ト
ン

　

悲
惨
な
過
去
を
知
っ
て
未
来
を
考
え
る

日
本
に
２
発
の
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
67
年
目
を

迎
え
た
こ
の
夏
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
被
爆
地
を
訪
れ

悲
惨
な
過
去
を
知
り
、そ
の
現
実
と
向
き
合
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
被
爆
地
の

平
和
へ
の
強
い
思
い
や
願
い
に

触
れ
る
と
と
も
に
、

次
代
へ
の
平
和
へ
の
バ
ト
ン
を

託
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
14
名

平
和
の
祈
り　
広
島
へ

　

７
月
23
・
24
日
の
広
島
平
和
体
験
学
習
に
は
、

小
学
生
14
名
が
参
加
。
被
爆
体
験
記
や
原
爆
詩
の
朗
読
、

平
和
記
念
資
料
館
等
で
の
学
習
を
通
じ
て
命
や
平
和
の
尊
さ
を

学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
平
和
へ
の
祈
り
が
込
め
ら
れ
た
千
羽
鶴

を
原
爆
の
子
の
像
に
献
納
し
ま
し
た
。

（
体
験
記
は
一
部
抜
粋
し
て
記
載
し
て
い
ま
す
。）

原爆の子の像に平和の祈りを込めた千羽鶴を献納

参加者と同世代で被爆した人が書いた体験記や詩を朗読

田
原
小
６
年　

四
方　

一
心　

怖
さ
を
未
来
へ
伝
え
て
い
く

　

核
兵
器
の
お
そ
ろ
し
さ
や
怖
さ
を

知
り
ま
し
た
。
日
本
で
こ
ん
な
こ
と

が
お
こ
っ
た
な
ん
て
信
じ
ら
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
ぐ
ら
い
核
兵
器
は
お
そ
ろ

し
い
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
爆
弾
一

つ
で
約
14
万
人
が
亡
く
な
る
な
ん
て

す
ご
く
怖
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し

た
。
そ
れ
に
な
ぜ
核
兵
器
な
ん
か
つ

く
っ
て
戦
争
な
ん
か
を
し
て
何
が
い

い
の
か
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し

て
核
兵
器
を
な
く
す
た
め
に
は
、
そ

の
お
そ
ろ
し
さ
と
怖
さ
を
未
来
へ
と

伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

田
原
小
６
年　

玉
置　

朱
茜　

平
和
な
世
界
に
す
る
た
め
に
は

　

昭
和
20
年
８
月
６
日
広
島
は
、
世

界
で
初
め
て
の
原
子
爆
弾
に
よ
る
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
時
の
様
子

を
書
い
た
詩
が
あ
り
ま
す
。「
原
子

爆
弾
が
お
ち
る
と
昼
が
夜
に
な
っ
て

人
は
お
ば
け
に
な
る
」。
き
の
こ
雲

が
太
陽
の
光
を
さ
え
ぎ
っ
て
、
く
ら

く
な
り
、
気
が
つ
い
た
ら
、
人
は
お

ば
け
み
た
い
に
な
っ
て
い
た
。
と
い

う
こ
と
な
の
か
と
思
い
ま
し
た
。
核

兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
へ
す
る
た

め
に
は
、
ど
ん
な
に
悲
し
い
過
去
で

も
、
み
ん
な
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
、
私
は
思
い
ま
す
。

田
原
小
６
年　

辻　

彩
結
美　

平
和
学
習
で
学
ん
だ
こ
と

　

戦
争
は
、
多
く
の
人
が
犠
牲
と
な

り
、関
係
の
な
い
命
ま
で
巻
き
込
む
、

恐
ろ
し
く
む
ご
い
こ
と
で
す
。
そ
ん

な
戦
争
を
な
く
す
た
め
に
、
今
か
ら

で
も
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。
一
つ

は
人
を
差
別
せ
ず
、
み
ん
な
友
達
に

な
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
み
ん
な

誰
か
に
望
ま
れ
て
生
ま
れ
て
き
た
の

だ
か
ら
、
お
互
い
を
思
い
や
り
、
大

切
に
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
は
、
今
、
平
和
な
日
々
を
過
ご

せ
て
い
ま
す
。
平
和
な
国
を
作
っ
て

く
れ
た
人
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

田
原
小
６
年　

辻　

夏
々
葉　

広
島
平
和
体
験
学
習
に
行
っ
て
…

　

一
瞬
の
間
に
多
く
の
尊
い
命
が
奪

わ
れ
て
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が

亡
く
な
っ
て
、
一
人
に
な
っ
た
子
が

い
る
と
い
う
す
ご
く
悲
し
く
、
ひ
さ

ん
な
過
去
を
学
び
ま
し
た
。
食
料
や

水
が
な
く
て
苦
し
ん
だ
人
が
い
た
と

い
う
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
私
達

は
、
給
食
や
水
を
残
し
て
捨
て
た
り

し
て
い
ま
す
。
悲
し
く
ひ
さ
ん
な
こ

と
が
お
こ
っ
た
と
い
う
こ
と
や
、
戦

争
は
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
、

食
べ
物
は
大
切
に
し
な
い
と
い
け
な

い
こ
と
を
多
く
の
人
に
伝
え
い
き
た

い
で
す
。

宇
治
田
原
小
６
年　

亀
塚　

俊
希　

広
島
平
和
体
験
学
習
で
学
ん
だ
こ
と

　

世
界
で
初
め
て
広
島
に
原
子
爆
弾

が
落
と
さ
れ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
々

が
放
射
線
を
あ
び
て
死
ん
で
い
っ
た

こ
と
や
、
悲
し
い
思
い
を
聞
い
て
、

ぼ
く
た
ち
が
原
爆
の
話
を
み
ん
な
に

広
め
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
広
島
の

人
々
は
、
本
当
に
原
子
爆
弾
に
苦
し

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
原
子
爆
弾
が

な
く
な
っ
た
ら
、
世
界
の
み
ん
な
が

笑
っ
て
住
め
ま
す
。
だ
か
ら
原
子
爆

弾
を
な
く
し
て
ほ
し
い
で
す
。
戦
争

の
怖
さ
や
核
兵
器
の
お
そ
ろ
し
さ
を

未
来
へ
と
伝
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

田
原
小
５
年　

奥
田　

拓
海　

広
島
に
行
っ
て　
　
　
　

　

原
爆
に
あ
っ
た
人
の
詩
を
聞
い

て
、
ぼ
く
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
年
の
子

ど
も
が
、
や
け
ど
し
た
り
、
お
な
か

を
す
か
せ
た
ま
ま
亡
く
な
っ
た
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
い
つ
で
も
当
た
り

前
の
よ
う
に
平
和
に
く
ら
し
て
い
る

ぼ
く
た
ち
に
し
て
み
れ
ば
想
像
で
き

な
い
ぐ
ら
い
に
こ
わ
い
こ
と
で
す
。

今
で
も
原
爆
の
後
障
害
で
苦
し
む
人

が
い
ま
す
。
戦
争
は
た
く
さ
ん
の
命

を
う
ば
い
、
生
き
残
っ
た
人
た
ち
に

も
悲
し
さ
や
苦
し
み
を
残
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
戦
争
は
絶
対
に

し
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

田
原
小
５
年　

坂
本　

琉
里　

広
島
平
和
体
験
学
習　
　

　

原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
記
念
館
で

は
、
原
爆
の
ビ
デ
オ
を
見
せ
て
も

ら
っ
た
り
、
被
爆
体
験
記
や
原
爆
詩

を
朗
読
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
ま
つ

お
さ
ん
（
講
師
）
が
、「
次
の
世
代

の
人
た
ち
に
平
和
の
バ
ト
ン
を
渡
し

て
あ
げ
な
い
と
い
け
な
い
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
確
か
に
私
も

そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
。
平
和
記
念

資
料
館
で
は
、
黒
こ
げ
に
な
っ
た
弁

当
箱
や
焼
け
こ
げ
た
女
子
学
生
の
夏

服
な
ど
が
あ
り
、
と
て
も
怖
か
っ
た

で
す
。
戦
争
が
な
く
な
り
、
世
界
中

が
平
和
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

田
原
小
５
年　

藤
田
こ
こ
ろ　

広
島
平
和
体
験
学
習　
　

　

資
料
館
は
怖
か
っ
た
で
す
。
特
に

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
時
の
イ
メ
ー
ジ

人
形
が
す
ご
く
こ
わ
か
っ
た
で
す
。

で
も
そ
れ
は
ウ
ソ
じ
ゃ
な
い
し
67
年

前
に
本
当
に
お
こ
っ
た
こ
と
で
、
こ

ん
な
こ
と
は
二
度
と
お
こ
し
て
は
い

け
な
い
。
二
度
と
お
こ
ら
な
い
た
め

に
今
何
が
で
き
る
か
。
そ
れ
は
広
島

に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、
ど
ん
な
に
大

変
だ
っ
た
か
を
み
ん
な
が
知
り
、
そ

れ
を
忘
れ
ず
に
お
ぼ
え
て
お
く
こ

と
。
み
ん
な
が
原
爆
が
す
べ
て
な
く

な
る
よ
う
願
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

（※本文敬称略）
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田
原
小
５
年　

平
井　

真
優　

広
島
平
和
体
験
学
習　
　

　

映
像
で
見
た
原
爆
は
す
ご
い
怖

か
っ
た
で
す
。
あ
そ
こ
に
自
分
が
い

た
ら
絶
対
死
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の

あ
と
体
験
記
と
原
爆
詩
を
読
み
ま
し

た
。
ど
の
詩
も
全
部
悲
し
い
と
思
い

ま
し
た
。
原
爆
詩
や
体
験
記
は
書
い

た
人
が
本
当
に
あ
っ
た
こ
と
を
書
い

て
い
ま
し
た
。
資
料
館
に
は
、
原
爆

が
落
と
さ
れ
た
ま
ち
が
あ
っ
た
り
、

人
間
が
ド
ロ
ド
ロ
に
な
っ
て
い
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。
映
像
も
見
ま
し

た
。
そ
れ
は
多
く
の
子
ど
も
や
大
人

が
死
ん
で
い
く
の
が
悲
し
い
な
と

思
っ
た
。

田
原
小
５
年　

吉
田　

吏
澄　

広
島
に
行
っ
て　
　
　
　

　

僕
は
今
ま
で
わ
が
ま
ま
を
言
っ
た

り
、
好
き
き
ら
い
を
し
た
り
、
そ
れ

が
当
た
り
前
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い

ま
す
。
原
爆
の
被
害
に
つ
い
て
勉
強

し
て
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

一
瞬
の
出
来
事
で
家
族
が
は
な
れ
ば

な
れ
に
な
っ
て
家
や
食
べ
物
が
な
く

な
っ
て
、
人
が
次
々
と
死
ん
で
い
く

な
ん
て
。
同
じ
人
間
同
士
、
な
ぜ
助

け
合
い
を
し
て
い
か
な
い
の
か
。
戦

争
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。

み
ん
な
が
笑
顔
で
幸
せ
い
っ
ぱ
い
の

毎
日
が
お
く
れ
る
よ
う
に
、
僕
た
ち

の
手
で
平
和
を
守
り
ま
す
。

田
原
小
５
年　

和
田　

侑
也　

平
和
へ
の
答
え　
　
　

　

殺
し
合
い
な
ん
て
勝
っ
て
も
負
け

て
も
人
の
命
を
む
だ
に
し
て
い
る
だ

け
だ
と
思
い
ま
し
た
。
戦
争
は
も
う

二
度
と
起
き
て
は
い
け
な
い
と
思
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
戦
争
の
な
い
平

和
な
世
界
に
す
る
た
め
に
は
、
一
人

ひ
と
り
が
協
力
を
し
な
く
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
他
人
の
こ
と
を
思
い
や
り

あ
ら
そ
わ
な
い
で
大
切
な
命
を
み
ん

な
で
守
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
戦
争

を
二
度
と
く
り
返
さ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
ま
ず
自
分
の
こ
と
、
友

達
の
命
を
守
る
こ
と
、
そ
れ
が
平
和

へ
の
答
え
だ
と
思
い
ま
す
。

宇
治
田
原
小
５
年　

倉
谷　

理
沙　

思
い
を
み
ん
な
に
伝
え
ま
す

　

原
爆
の
熱
線
に
よ
り
へ
ん
け
い
し

た
ツ
メ
、
ケ
ロ
イ
ド
に
な
っ
た
人
の

写
真
な
ど
、
本
当
に
あ
っ
た
こ
と
と

信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
戦

争
を
し
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。戦
争
が
な
け
れ
ば
、原
爆
に
よ
っ

て
死
ぬ
人
も
い
な
か
っ
た
し
、
悲
し

い
思
い
を
す
る
人
も
い
な
か
っ
た
。

わ
た
し
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
く
り

返
し
て
ほ
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ

た
し
は
、
戦
争
が
も
う
二
度
と
お
き

な
い
よ
う
に
、自
分
の
思
い
を
持
ち
、

そ
の
自
分
の
思
い
を
み
ん
な
に
し
っ

か
り
と
伝
え
て
い
き
ま
す
。

宇
治
田
原
小
５
年　

長
尾　

颯
真　

広
島
平
和
体
験
に
行
っ
て

　
「
げ
ん
し
ば
く
だ
ん
」
と
い
う
詩

は
少
し
で
原
爆
の
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。「
原
子
爆
弾
が
お
ち
る
と
昼
が

夜
に
な
っ
て
人
は
お
ば
け
に
な
る
」

こ
の
詩
か
ら
、
原
爆
で
暗
く
な
る
ほ

ど
け
む
り
が
で
て
い
た
。
痛
い
思
い

を
し
な
が
ら
死
ん
で
い
っ
た
の
が
、

か
わ
い
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
。
戦

争
は
、ど
う
し
た
ら
な
く
な
る
の
か
。

今
お
き
て
い
る
い
じ
め
が
な
か
っ
た

ら
平
和
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
平
和

な
世
界
に
な
る
よ
う
、
け
ん
か
の
注

意
と
か
を
す
る
と
よ
い
と
思
い
ま

す
。

宇
治
田
原
小
５
年　

松
田　

万
奈　

命
を
大
切
に
す
る　
　
　

　

１
つ
の
原
爆
で
、
約
14
万
人
の
人

が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
も
う

人
を
む
や
み
に
殺
す
よ
う
な
戦
争

は
、
悲
し
く
な
る
か
ら
い
や
で
す
。

今
も
戦
争
を
し
て
い
る
国
や
、
も
し

も
の
時
の
た
め
、
と
ミ
サ
イ
ル
や
兵

器
を
か
く
し
持
っ
て
い
る
国
は
た
く

さ
ん
有
り
ま
す
。
で
も
、
そ
ん
な
も

の
を
一
切
な
く
し
て
平
和
な
地
球
と

い
う
星
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
私
は

思
い
ま
す
。
こ
の
学
習
を
し
て
一
番

思
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
答
え
は
、「
命

を
大
切
に
す
る
」
だ
と
、
私
は
思
い

ま
し
た
。

　

戦
争･

原
爆
の
悲ひ

惨さ
ん

さ
…

　　
　
　
　

広
く
伝
え
た
い

長崎市立桜馬場中学校へ贈る平和メッセージを披露する特使
（７月31日任命式にて）

平和友好特使４名、被爆地長崎へ
　

全
国
の
小
・
中
・
高
校
生
、

大
学
生
が
、
交
流
し
な
が
ら
平

和
や
命
の
尊
さ
に
つ
い
て
学
ぶ

「
青
少
年
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
長
崎
市
で
８
月
８
・
９
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら

は
、
非
核
平
和
都
市
推
進
協
議

会
会
長
の
奥
田
光
治
町
長
か
ら

任
命
を
受
け
た
、
維
孝
館
中
学

校
３
年
生
の
守
山
航
平
さ
ん
、

中
嶋
仁
聖
さ
ん
、
神
田
琴
乃
さ

ん
、
西
川
友
梨
さ
ん
の
４
名
が

平
和
友
好
特
使
と
し
て
派
遣
さ

れ
ま
し
た
。

　

特
使
は
、
被
爆
体
験
講
話
を

聞
き
、
爆
心
地
付
近
を
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
。
戦
争
・
被
爆
の

悲
惨
な
実
相
を
学
び
ま
し
た
。

交
流
会
へ
も
参
加
し
、
全
国
か

ら
集
う
青
少
年
た
ち
と
親
交
を

深
め
ま
し
た
。
翌
日
の
９
日
に

は
、
長
崎
市
立
桜
馬
場
中
学
校

の
平
和
祈
念
集
会
に
参
加
。
同

校
の
学
年
ご
と
の
平
和
学
習
の

発
表
を
聞
い
た
特
使
は
、
現
地

の
中
学
生
の
平
和
に
対
す
る
意

識
の
高
さ
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

特
使
か
ら
は
、
事
前
に
作
成
し

た
世
界
平
和
を
願
っ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
、
桜
馬
場
中
代
表
の

生
徒
に
贈
り
、
こ
れ
か
ら
一
緒

に
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界

を
め
ざ
す
こ
と
を
誓
い
合
い
ま

し
た
。
ま
た
、
原
爆
が
投
下
さ

れ
た
午
前
11
時
２
分
に
は
祈
念

集
会
の
参
加
者
全
員
が
、
サ
イ

レ
ン
に
合
わ
せ
て
、
被
爆
さ
れ

た
方
々
に
追
悼
の
意
を
込
め
黙

祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

今
回
の
体
験
を
通
し
て
特
使

は
、「
戦
争
や
被
爆
で
、
67
年

経
っ
た
今
で
も
苦
し
ん
で
い
る

人
が
い
る
。
被
爆
者
は
、
思
い

出
し
た
く
な
い
記
憶
を
、
つ
ら

い
思
い
を
し
て
も
、
次
の
世
代

に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ

ん
な
こ
と
を
二
度
と
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
自
分
達
に
で
き
る

の
は
、
身
近
な
人
を
大
切
に
す

る
こ
と
。
そ
し
て
今
回
体
験
し

て
き
た
こ
と
を
広
く
伝
え
て
い

き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

８
月
４
日
、
核
兵
器
の
な

い
平
和
な
社
会
を
め
ざ
そ
う

と
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で

「
２
０
１
２
平
和
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
し
た
。「
平
和

の
鐘
」
の
音
色
に
合
わ
せ
て

黙
祷
し
、
平
和
を
祈
念
し
ま

し
た
。
さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル
で

は
、
平
和
友
好
特
使
ら
が
司

会
を
務
め
る
中
、
広
島
平
和

体
験
学
習
の
参
加
者
が
、
平

和
へ
の
思
い
を
発
表
し
ま
し

た
。
今
年
は
、
本
町
の
マ
ス

コ
ッ
ト
「
茶
ッ
ピ
ー
」
を
は

じ
め
、
近
隣
の
自
治
体
な
ど

か
ら
ゆ
る
キ
ャ
ラ
７
体
が
登

場
し
、「
み
ん
な
友
達
ゆ
る

キ
ャ
ラ
シ
ョ
ー
」
を
上
演
。

身
近
な
人
と
仲
良
く
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
訴
え
る
と
と

も
に
、
来
場
し
た
子
ど
も
た

ち
と
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
し

た
。
シ
ョ
ー
終
了
後
に
は
、

維
孝
館
中
の
男
子
バ
レ
ー
・

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
模
擬
店
を
開
催
。
親
子
連

れ
ら
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、「
み
ん
な
友
達
ゆ
る

キ
ャ
ラ
シ
ョ
ー
」

は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
動

画
配
信
し
て
い

ま
す
の
で
、「
ゆ

る
キ
ャ
ラ　

茶
ッ
ピ
ー
」
で

検
索
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

身
近
な
人
を
大
切
に

　
　
　
　
　

平
和
の
つ
ど
い

割れた茶碗や解けたびんなどが生々しく残る当時の地層

被爆した浦上天主堂の柱。随所に爆風によるずれがある

平和の鐘の音色に合わせ参加全員で黙祷



子 育 て 支 援
センター事業
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子育て通信

■問地域子育て支援センター（☎８８－６６２２・FAX８８－３１０４）

親子で一緒にあそんだり、育児の情報交換のできる場として「地域子育て支援センター」
を開設しています。いつでも気軽にお越しください。子育てに
関する相談も受け付けています。（平日：午前９時30分～午後４時）

日 月 火 水 木 金 土

事 業 名

時　　間
場　　所

内　　容

１

７ ８６５４３２

14 15131211

21 222019181716

23 24 25 26

10９

27 28

子育てサークル活動日
たんぽっぽサークル
19日（水）10：30～
子育て支援センター
ママ＇sアクション
26日（水）10：30～
みんなの家

 ・まいまいあそびの広場
　１才半から就学までの親子

 ・まいまいおでかけ広場
　妊婦さんから就学までの親子及び

　子育て支援に関心のある方

29

園庭開放

10：00～11：30
町立保育所

雨天中止

子育て支援センター
10：00～11：15

まいまい
ネンネ広場

子育て支援センター
10：00～11：15

まいまい
ヨチヨチ広場

10：00～正午
やすらぎ荘

　対 象 者
 ・まいまいネンネ広場
　妊婦さんや７か月くらいまでの親子

 ・まいまいヨチヨチ広場
　８か月から１才半くらいまでの親子

まいまい
おでかけ広場

住民グラウンド
10：00～正午

まいまい
おでかけ広場

保育所ホール
10：00～11：30

まいまい
あそびの広場

　　今月の保健･予防案内
乳児後期健康相談　７日（金）　〈受付〉午後１時～１時30分
乳児健康診査　21日（金）　〈受付〉午後１時～１時30分
離乳食教室○予 　26日（水）　午前10時～正午
一般・乳幼児健康相談○予 　11日（火）、25日（火）　〈受付〉午前９時～11時
乳幼児身体計測○予 　７日（金）、21日（金）　午後２時～３時
場所 いずれも保健センター
○予 ＝要予約

親子で楽しいひと時をすごしませんか

園庭開放

10：00～11：30
町立保育所

雨天中止

ふれあいあそび
救急法

ミニ･コンサート

保健師
■問 保健センター（☎88－6636）

こんにちは

　元気はつらつ！ 若返り塾〔９月〕
地　区　場　所 時　　　　間開　催　日

高 尾 公 民 館 午前10時～正午14日（金）

■問在宅介護支援センター（☎88－5784）

です

「正しい歩き方」学べます

ふれあいあそび

ベビーマッサージ

「みんなの家」開放日
毎週水･金曜日　10：00～16：00
子どもと遊んだりおしゃべりに
利用しましょう！ミニ・コンサート

日　時　９月18日㊋　午前10時～
　　　　　（あそびの広場）
場　所　保育所ホール
内　容　●フルート演奏（潮見規江さん）
　　　　● エレクトーン演奏（大北裕子さん）
　　　　● ピエロマジックショー（中村俊機さん）
　　　　● ママたちの演奏
　　　　● ダンス（お楽しみ）
　　　　● みんなでうたおう  ほか
対　象　０歳～就学までの親子をはじめ、おじいちゃん、
　　　　おばあちゃん、地域の方など、どなたでもお越し
　　　　ください。
※残暑がまだまだ厳しい時期です。おでかけの際は、
　必ず水筒をお持ちくださいね。

　今年で３年目の健康ウォーキング教室。これまでの教室には初心者か
ら上級者まで毎回たくさんの方が参加し、ウォーキングの基礎から応用
までを楽しく学んでいただけました。教室参加者により２つの自主グルー
プが立ち上げられるなど、ウォーキングを楽しむ方がさらに増えたよう
に感じます。
　今年は、＂健康のためのウォーキングを考える＂をテーマに、ただ歩く
だけでなく、身体の構造や機能、メタボリックシンドロームの視点から
正しいウォーキングの仕方を考え、いつまでも楽しく元気に歩ける方法
をお伝えします。
　ウォーキング以外にも、体力測定会やゲーム、腰痛・肩こりが楽にな
る体操など、楽しく学べる企画が盛りだくさんです。振るってご参加く
ださい。 郷 之 口 会 館 午後 2 時～4 時14日（金）

銘 城 台 自 治 会 館 午前10時～正午７日（金）、18日（火）

７日（金） 午後 2 時～4 時荒 木（やすらぎ荘）

南 公 民 館 午後 2 時～4 時13日（木）

６日（木）、20日（木） 午前10時～正午岩 山 会 館

緑 苑 坂 自 治 会 館 午前10時～正午13日（木）、27日（木）

３日（月） 午前10時～正午禅 定 寺 会 館

立 川 公 民 館 午後 2 時～4 時10日（月）、18日（火）

10日（月） 午前10時～正午湯 屋 谷 会 館

奥 山 田 会 館 午後 2 時～4 時25日（火）

ミニ運動会

旧奥山田小学校
グラウンド

10：00～正午

まいまい
おでかけ広場

お散歩

秋分の日

今年も＂健康ウォーキング＂教室を開催します！

定　　員　　先着50名
申 込 み　　電話または直接保健センターへ。
　　　　　　（申込時に簡単な問診あり。）
注　　意　　毎回、30分ほどのウォーキング
　　　　　　をします。体力に自信のない方
　　　　　　は、事前に申し出てください。

30

10：00～正午
銘城台自治会館

まいまい
おでかけ広場

お散歩
絵本

10：30～正午
子育て支援センター

わらべうた

奥先生による
わらべうたあそび

臨床心理士による
子育て相談（要予約）

　18日（火）10：00～正午
　子育て支援センター

敬老の日

お知らせ

対　　象　　40歳以上の町内在住者
　　　　　　（医師からの運動制限の指導を受けていない方）
日　　時　　❶10月12日㊎　❷19日㊎　❸29日㊊
　　　　　　❹11月９日㊎　❺16日㊎
　　　　　　各回とも午前９時30分～11時30分
内　　容　　▶自分の身体の仕組みを映像で学ぶ。
　　　　　　▶自分の姿勢・歩き方の癖を知り、正しい歩き方を知る。
　　　　　　▶腰痛・膝痛・肩こり・猫背の軽減と予防法
　　　　　　▶体力測定会　など
申込締切　　９月14日㊎

★ 参加者の声 ★
・一人でできないことを教

えてもらえて良かった。
・身体の仕組みと使い方が

分かった。
・良く歩けるようになった。

身体が動くようになった。

交流会（総合文化センター） 午後２時30分～３時45分３日（月）　■申 各地区体操時

〈健康づくり応援「買い物ポイント」対象事業〉

　持ち物
・バスタオル
・防水シート
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　食 改の窓　食を通じた健康管理

（１人分） エネルギー 417kcal　蛋白質 10.6ｇ　脂質 8.5ｇ　カルシウム 138mg　塩分 1.4ｇ

No.138　ナスのチーズ丼

旬のナスは手に入り
やすく、簡単にすぐに
できる料理です!!

 今月の食改さん

上野　清美さん
 第２班（南）

　ナスは、淡白な味
ですが、チーズを入
れると丼に合う味に
なります。チーズは
カルシウムも多く幅
広い年齢層に良い食
品です。

材　料

米…2カップ
ナス…300g
サラダ油…大さじ1
とろけるスライスチーズ…3枚
しそ…10枚
かつお削り節…5g
いりごま…大さじ1

作り方

１ 米は普通に炊いておく。

２ ナスは、ヘタを切り落とし縦
半分に切る。表面に味がしみ
込むように切り込みを入れる。

３ フライパンで油を熱し、ナス
を入れてきつね色になるまで
炒める。

４ Ａを加熱し、大さじ１を③のナ
スにからめ火を止める。

５ チーズを④の間にはさむ。

６ しそをせん切りにする。

７ 器にごはんを盛り、しその半分
を敷き、⑤をのせて、残りの
④をかけて、けずり節とごま、
残りのしそを散らす。

（４人分）

暮らしの

情報
I N FO RMAT I ON

■問＝問合せ先　■申＝申込先

日 　 月 　 火 　 水 　 木 　 金 　 土

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １

２ 　 ３ 　 ４ 　 ５ 　 ６ 　 ７ 　 ８

９ 　10　 11　 12　 13　 14　 15

16　 17　 18　 19　 20　 21　 22

 ／　 24　 25　 26　 27　 28　 29

9月

相　

談

社協通信 ■問 ･■申社会福祉協議会 ☎88－3294・FAX88－4094

　　だし汁…大さじ2
　　しょうゆ…大さじ1・１/２
Ａ　みりん…大さじ2
　　酒…大さじ２
　　砂糖…小さじ２

全
国
一
斉
法
務
局
日
曜
相
談

23
30

日
時　

９
月
23
日
（
日
）
午
前
10

時
～
午
後
４
時

場
所　

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
六

地
蔵
店
１
階
特
設
会
場

相
談
内
容　

登
記
、人
権
、戸
籍
、

成
年
後
見
、
国
籍
、
供
託
、
遺

言
書
、
公
正
証
書
な
ど

相
談
対
応　

法
務
局
職
員
、
司

法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、

人
権
擁
護
委
員
、
公
証
人

備
考　

相
談
無
料
。
秘
密
厳
守
。

予
約
優
先
、
当
日
の
相
談
可

申
込
期
間　

９
月
11
日
（
火
）
～

21
日
（
金
）

■問
・
■申
京
都
地
方
法
務
局
宇
治

支
局
（
☎
２
４-

４
１
２
２
）

警
察
安
全
相
談
出
張
所

日
時　

９
月
10
日
（
月
）
午
前
10

時
～
午
後
４
時

場
所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
研

修
室
３

対
象　

町
内
在
住
・
在
勤
者

内
容　

ス
ト
ー
カ
ー
、
Ｄ
Ｖ
、

近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、
悪
質
商
法
、

少
年
問
題
、
刑
事
事
件
、
交
通

問
題
な
ど
、
警
察
・
安
全
に
係

る
相
談

■問
田
辺
警
察
署
相
談
係
（
☎
６

３-

０
１
１
０
）

身
体
障
が
い
者
相
談

日
時　

整
形
外
科
＝
９
月
５
・

12
・
19
・
26
日
（
水
）
午
後
２

時
～
４
時
（
要
予
約
）

場
所　

府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン

タ
ー
城
陽
相
談
室
（
城
陽
市
中

芦
原
）

内
容　

身
体
に
障
が
い
の
あ
る

方
に
対
す
る
相
談
（
補
装
具
相

談
、リ
ハ
ビ
リ
に
関
す
る
相
談
、

施
設
利
用
相
談
な
ど
）

■問
・
■申
福
祉
課
（
☎
８
８-

６

６
３
５
・
FAX
８
８-

３
２
３
１
）

こ
ち
ら
消
費
生
活
相
談
窓
口

迷
惑
メ
ー
ル

　

私
（
相
談
員
）
の
自
宅
の
パ

ソ
コ
ン
に
迷
惑
メ
ー
ル
が
送
り

つ
け
ら
れ
て
き
た
話
で
す
。

　
「
あ
な
た
に
四
千
万
円
を
差
し

上
げ
た
い
の
で
す
。私
に
は
不
要

の
お
金
で
す
か
ら
ぜ
ひ
受
け
取
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
一
方
的
な
内
容

で
し
た
。
そ
の
翌
日
、
別
の
人

物
か
ら
「
あ
な
た
に
二
十
五
万

円
が
振
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

す
ぐ
に
お
返
事
く
だ
さ
い
」
と

い
う
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。

返
事
の
あ
て
先
と
書
か
れ
た
Ｕ

Ｒ
Ｌ
が
出
会
い
系
サ
イ
ト
で
あ

る
こ
と
は
容
易
に
推
察
で
き
ま

し
た
。
し
ば
ら
く
無
視
し
て
い

る
と
「
あ
な
た
だ
け
に
お
知
ら

せ
し
て
い
る
の
に
返
事
を
も
ら

え
な
い
の
は
ひ
ど
い
！
返
事
を

も
ら
え
る
ま
で
あ
き
ら
め
ま
せ

ん
」
と
毎
日
メ
ー
ル
を
送
り
つ

け
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
多
く
の
企
業
で
は
、
こ
う
し

た
迷
惑
メ
ー
ル
の
送
信
を
規
制

す
る
仕
組
み
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
の
で
、
一
定
、
対
処
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
迷
惑
メ
ー
ル
は
、

い
つ
、
ど
ん
な
こ
と
が
き
っ
か

け
で
受
信
し
て
し
ま
う
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
迷
惑
メ
ー
ル
は
種

類
も
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
対
処
方

法
が
異
な
り
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン

の
Ｏ
Ｓ
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て

常
に
最
新
状
態
に
保
ち
、
ウ
ィ

ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を
活
用
し
ま

し
ょ
う
。
万
一
、
迷
惑
メ
ー
ル

に
困
っ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

９
月
の
消
費
生
活
相
談

11
・
25
日
（
火
）
午
前
10
時
～

正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

相
談
方
法　

役
場
２
階
第
２
会

議
室
へ
来
庁
ま
た
は
電
話
（
☎

８
８-

６
６
１
６
〈
当
日
用
〉）

■問
産
業
振
興
課（
☎
８
８-
６
６

３
８
）

母
子
保
健

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
導
入

に
伴
う
接
種
方
法
等
の
変
更

　

９
月
か
ら
、
ポ
リ
オ
の
予
防

接
種
に
は
、
従
来
の
経
口
生
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
で
は
な
く
、
単

独
の
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
11
月
に
予
定

し
て
い
た
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

の
集
団
接
種
は
行
い
ま
せ
ん
。

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
は
、

医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
を
行

い
ま
す
。
対
象
者
で
、予
防
接
種

が
お
済
み
で
な
い
方
に
は
、個
別

に
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。詳
し

く
は
案
内
か
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
は
11
月
か
ら
、
４

種
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
ジ
フ
テ
リ

ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
・
不

活
化
ポ
リ
オ
）
の
導
入
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。
単
独
の
不
活
化

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た

場
合
、
途
中
か
ら
４
種
混
合
ワ

ク
チ
ン
へ
の
切
り
替
え
は
で
き

ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ポ
リ
オ
予
防
接
種
対
象
年
齢

生
後
３
か
月
～
７
歳
６
か
月
未
満

■問
健
康
長
寿
課（
☎
８
８-

６
６

３
６
）

手
作
り
が
大
事　

離
乳
食
教
室

日
時　

９
月
26
日
（
水
）
午
前
10

時
～
正
午

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
お
子

さ
ん
の
プ
レ
イ
ル
ー
ム
あ
り
）

対
象　

町
内
在
住
の
生
後
４
～

７
か
月
児
と
保
護
者

定
員　

先
着
９
組

内
容　

調
理
実
習
・
試
食
・
離

乳
食
の
進
め
方
に
つ
い
て

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

乳
児
の
水
分
補
給
・
オ
ム
ツ
・

お
し
り
拭
き

申
込
期
限　

９
月
19
日
（
水
）

■問
・
■申
健
康
長
寿
課
（
☎
８
８-

６
６
３
６
）

不活化ワクチンを接種する場合、初回接種
として生後３～12か月に接種することが
望ましいとされています。

■問 ･■申総務課（☎88－6631）

宇治田原の今を伝える情報紙

「町民の窓」

有料広告を
募集します

第６回『聞こえのサロン』ご案内
　聞こえに不便を感じている方（身体障害者手帳
を持っていない方もＯＫ）を対象に、楽しい交流のひとときを過ごすサ
ロン。＂悩み相談の場＂＂情報交換の場＂としてもぜひ気軽にご利用くださ
い。希望される方には、聴力測定も実施します。

参加費　100円（お茶代。当日受付へ）

締　切　９月19日㊌
＊当日は、要約筆記サークルが声や会話を文字にしてお伝えします。
＊お一人で参加しにくい方、送迎の必要な方は、お申し出ください。

クリーンアップキャンペーン
　町社協登録＂環境美化分野ボランティアによる
連絡会＂企画。秋の多彩なイベントに訪れる町内外の方を気持ちよくお
迎えしようと、昨年に引き続き今年も実施することになりました。
　どなたでも気軽にご参加ください！

集　合　ＪＡ宇治田原町支店駐車場
内　容　国道307号沿い（荒木：コメリ前～岩山：小谷山付近）の清掃
持ち物　軍手、清掃道具（堆積した土砂や雑草を除ける物）

環境美化
ボランティア

９月26日㊌
 午後１時～３時頃
 やすらぎ荘

９月30日㊐
 午前９時～
 （小雨決行）
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講　

座

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座「
基
礎
」

対
象　
「
手
話
教
室
・
入
門
」
受

講
修
了
者
ま
た
は
手
話
で
簡
単

な
日
常
会
話
が
で
き
る
方
（
18

歳
以
上
）

期
間　

９
月
25
日
～
平
成
25
年

３
月
５
日
の
毎
週
火
曜
日
（
１

月
１
日
は
休
み
。
全
23
回
）
午

前
10
時
～
正
午

会
場　

京
田
辺
市
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
京
田
辺
市
興
戸
犬
伏

５-

８
）

定
員　

30
名
。
定
員
を
超
え
た

場
合
は
調
整
あ
り

費
用　

受
講
無
料
。
テ
キ
ス
ト

代
１
，４
７
０
円

申
込
み　

往
復
は
が
き
に
①
京

田
辺
市
手
話
教
室
「
基
礎
」
②

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
③
住
所
④

年
齢
⑤
連
絡
先
（
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
）
⑥
手
話
学
習
や
活
動
経
験

を
記
入
し
郵
送

申
込
期
限　

９
月
18
日
（
火
）

■問
・
■申
京
田
辺
市
「
手
話
教
室
・

基
礎
」
事
務
局
（
〒
６
１
０-

０
３
３
２
京
田
辺
市
興
戸
小
モ

詰
18 

山
城
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
「
さ
ん
さ
ん
山
城
」
内
☎

３
９-

７
１
１
３
・
FAX
６
５-

４

１
０
２
）

募　

集

家
族
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事

業「
京
都
水
族
館
と
嵐
山
散
策
」

　

在
宅
で
家
族
の
介
護
を
し
て

い
る
方
々
は
、
日
頃
か
ら
心
身

共
に
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
し
ま

い
が
ち
で
す
。

　

日
帰
り
旅
行
で
、
わ
ず
か
な

時
間
で
も
介
護
か
ら
解
放
さ
れ
、

参
加
者
同
士
の
親
睦
を
深
め
な

が
ら
、
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
ま
せ
ん
か
？

対
象　

要
介
護
１
～
５
の
認
定

を
受
け
て
い
る
方
を
自
宅
で
介

護
し
て
い
る
方

日
時　

10
月
17
日
（
水
）
午
前

９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

集
合
場
所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

駐
車
場

内
容　

今
年
オ
ー
プ
ン
し
た
京

都
水
族
館
の
見
学
と
嵐
山
で
昼

食
・
散
策

参
加
費　

１
，０
０
０
円
（
当
日

徴
収
）

定
員　

先
着
20
名

申
込
期
限　

９
月
28
日
（
金
）

■問
・
■申
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
８
８-

３
７
１
９
）

組
合
創
立
50
周
年
記
念
「
第

25
回
環
境
ま
つ
り
」
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

日
時　

10
月
28
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時（
雨
天
中
止
）

会
場　

洛
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
運

動
広
場
等
（
八
幡
市
八
幡
）

対
象　

城
南
衛
生
管
理
組
合
管

内
の
在
住
者
。
営
業
目
的
や
生

き
物
・
食
べ
物
・
電
化
製
品
の

販
売
は
不
可

出
店
料　

１
，０
０
０
円
（
１
区

画
３
ｍ
×
３
ｍ
。
出
店
場
所
は

抽
選
の
う
え
決
定
）

募
集
数　

50
店
。
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選

申
込
み　

往
復
は
が
き
に
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
出
店
品
目
を
記
入
の
う
え

郵
送
。
１
家
族
・
グ
ル
ー
プ
に

つ
き
１
通
の
応
募
に
限
る

申
込
期
限　

９
月
24
日
（
月
）

■問
・
■申
城
南
衛
生
管
理
組
合
広

剪
定
枝
チ
ッ
プ
化
物
の
配
布

　

（
地
域
住
民
向
け
）

対
象　

城
南
衛
生
管
理
組
合
管

内
の
在
住
・
在
勤
者

期
間　

９
月
６
日
（
木
）
～
12

日
（
水
）［
土
・
日
曜
日
も
配
布
］

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
正
午

～
午
後
１
時
除
く
）

※
無
く
な
り
次
第
修
了

配
布
場
所　

①
ク
リ
ー
ン
21
長

谷
山
（
城
陽
市
富
野
長
谷
山
１-

２
７
０
・
☎
５
２-

３
５
８
１
）

②
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
沢
（
八
幡
市

八
幡
沢
１
・
☎
０
７
５-

６
３

１-

０
８
３
５
）
③
折
居
清
掃

工
場
（
宇
治
市
宇
治
折
居
18
・

☎
２
０-

４
７
９
９
）

配
布
方
法　

専
用
袋
（
約
40
㍑
）

に
各
自
で
詰
め
込
み
持
ち
帰
り

料
金　

１
袋
１
０
０
円
（
袋
代

込
）。
以
前
に
購
入
し
た
袋
を

持
参
の
場
合
１
袋
50
円

■問
城
南
衛
生
管
理
組
合
施
設
課

（
☎
０
７
５-

６
３
１-

０
８
３
５
）

自
衛
官
募
集

募
集
種
目
と
資
格

①
防
衛
大
学
校
学
生
（
推
薦
）

＝
高
卒
等
（
見
込
含
）
21
歳

未
満
。
学
校
長
の
推
薦
等
必

要
②
防
衛
大
学
校
学
生
（
総
合
選

抜
）
＝
高
卒
等
（
見
込
含
）

21
歳
未
満
（
自
衛
官
は
23
歳

未
満
）

③
防
衛
大
学
校
学
生（
一
般「
前

期
」）
＝
高
卒
等
（
見
込
含
）

21
歳
未
満
（
自
衛
官
は
23
歳

未
満
）

④
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
＝
高

モニター通信

広報モニター
上辻　治男さん（奥山田）

「
練
り
込
み
囃
子
と

盆
ぼ
ん
ま
つ
り
」

 

練
り
込
み
囃
子
」
は
今

　
　
　

か
ら
３
、
４
百
年
前

の
江
戸
時
代
か
ら
奥
山
田

に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
で
す
。

元
々
は
、
毎
年
１
月
５
日
に

奥
山
田
天
神
社
の
鳥
居
前
に

大
き
な
し
め
縄
を
飾
り
、
鉦

や
太
鼓
を
鳴
ら
し
て
踊
り
、

そ
の
年
の
豊
作
や
厄
除
け
を

祈
願
し
て
い
ま
し
た
。そ
れ
が

や
が
て
、
雨
乞
い
と
盆
の
奉

納
の
た
め
、
８
月
15
日
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

戦
後
約
30
年
途
絶
え
て
い

ま
し
た
が
、
昭
和
49
年
に
、

故
下
岡
新
造
さ
ん
を
中
心
に

保
存
会
が
立
ち
上
が
り
、
記

憶
を
た
よ
り
に
音
色
を
復
活

さ
せ
ま
し
た
。

　

昭
和
56
年
か
ら
は
、
次
代

を
担
っ
て
く
れ
る
子
ど
も
た

ち
に
こ
の
音
色
を
伝
承
し
て

も
ら
お
う
と
、
奥
山
田
小
学

校
の
協
力
を
得
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
以
来
、
下
岡
さ

ん
や
保
存
会
の
皆
さ
ん
と
奥

山
田
小
学
校
の
先
生
方
の
協

力
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
を

指
導
し
な
が
ら
続
い
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
過
疎
化
が

進
み
、
児
童
数
が
減
少
し
て

い
く
中
、
奥
山
田
小
学
校
は

平
成
19
年
３
月
、
閉
校
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

30
年
近
く
続
け
ら
れ
て
き
た
、

児
童
へ
の
伝
承
が
、
こ
れ
ま

で
の
よ
う
に
は
い
か
な
く
な

り
ま
し
た
。こ
の
ま
ま
で
は
、

鉦
や
太
鼓
、
笛
の
担
い
手
が

減
少
し
、
練
り
込
み
囃
子
が

奥
山
田
か
ら
消
え
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
今
年
、

今
一
度
、
練
り
込
み
囃
子
を

盛
り
上
げ
よ
う
と
、
新
た
な

取
組
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
練

り
歩
く
奥
山
田
会
館
か
ら
天

神
社
ま
で
の
道
を
幻
想
的
な

「
竹
灯
籠
」
で
飾
り
付
け
。

練
り
込
み
囃
子
終
了
後
に
行

わ
れ
る
盆
ぼ
ん
ま
つ
り
で
は

専
用
ブ
ー
ス
を
設
け
、
昔
の

練
り
込
み
囃
子
の
写
真
を
展

示
し
た
り
、
演
奏
を
収
録
し

た
Ｃ
Ｄ
を
配
布
し
鉦
・
笛
・

太
鼓
の
奏
者
を
募
り
ま
し
た
。

　

保
存
会
で
は
、
今
年
か
ら

１
年
を
通
し
て
活
動
す
る
こ

と
で
、
一
人
で
も
多
く
の
方

に
練
り
込
み
囃
子
を
伝
承
し

て
い
く
と
と
も
に
、
奉
納
後

に
行
わ
れ
る
盆
ぼ
ん
ま
つ
り

を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
し

て
い
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

㈳
日
本
道
路
協
会
道
路
功
労
者
表
彰

　
　

南
友
花
グ
ル
ー
プ
（
＝
今
西
智
津
子
代
表
）

新入部員募集中
オール宇治田原ＢＢ

● 田原小学校･宇治田原小学校どちらでも、
１年生から入部できます。

● 毎週土・日曜日、宇治田原小グラウンドで
練習してますので、一度見に来てください。

　グラウンドで「見に来たよ！」とお声か
けください。

連絡先　　Ａチーム監督　茨木義雄　090－8987－8852

今年も全京都学童軟式野球選手権
大会にてベスト４進出しました。
応援有難うございました。

報
情
報
課
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

応
募
係
（
〒
６
１
４-

８
５
１

１
八
幡
市
八
幡
沢
１
・
☎
０
７

５-

６
３
１-

０
８
２
５
）

卒
等
（
見
込
含
）
21
歳
未
満

⑤
看
護
学
生
＝
高
卒
等
（
見
込

含
）
24
歳
未
満

受
付
期
間　

①
②
＝
９
月
３
日

（
月
）
～
５
日
（
水
）

③
④
⑤
＝
９
月
３
日
（
月
）
～

10
月
１
日
（
月
）

■問
・
■申
宇
治
地
域
事
務
所
（
☎

４
４-

７
１
３
９
）

10
月
１
日
現
在
で
実
施
「
就
業

構
造
基
本
調
査
」
に
ご
協
力
を

お
知
ら
せ

　

就
業
構
造
基
本
調
査
は
、「
統

計
法
」
に
基
づ
く
基
幹
統
計
調

査
と
し
て
国
が
実
施
す
る
重
要

な
統
計
調
査
で
す
。
統
計
的
手

段
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
、
全
国

の
約
47
万
世
帯
に
住
む
15
歳
以

上
の
世
帯
員
約
１
０
０
万
人
を

対
象
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

９
月
下
旬
以
降
、
調
査
員
が

対
象
世
帯
に
伺
い
調
査
票
の
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
調
査

票
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
調
査
票
の
記
入
内
容

は
、
統
計
法
に
よ
っ
て
厳
重
に

保
護
さ
れ
ま
す
。
調
査
員
を
は

じ
め
と
す
る
調
査
関
係
者
が
調

査
で
知
り
得
た
内
容
を
他
に
漏

ら
し
た
り
、
統
計
を
作
成
・
分

析
す
る
目
的
以
外
で
使
用
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

安
心
し
て
あ
り
の
ま
ま
を
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

■問
企
画
・
財
政
課
（
☎
８
８-

６

６
３
２
）

敬
老
祝
金
の
支
給

　

長
年
地
域
を
支
え
て
こ
ら
れ←
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休館日　毎週火曜日
　16日（日・臨時休館）
　17日（月・敬老の日）
　22日（土・秋分の日）
　27日（木・館内整理日）
おはなし会
　①８日（土） 11：00～

今月の予定

■問 町立図書館（☎88－5852）図 書 館 だ よ り

音
読
一
年
生

対
崎
美
奈
子
・
中
島
晶
子 

選

　

音
読
と
は
、
文
章
を
声

に
出
し
て
読
む
こ
と
。

　

元
気
に
、「
、」
や
「
。」

に
注
意
し
て
、
正
し
く
、

は
っ
き
り
し
た
発
音
で
、

よ
い
姿
勢
で
読
む
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

初
め
て
読
む
と
き
は
、

慣
れ
な
い
言
葉
に
詰
ま
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
け
れ

ど
、
大
き
な
声
で
何
度
も

読
ん
で
い
る
と
、
き
っ
と

楽
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

さ
あ
、
音
読
を
始
め
て

み
ま
し
ょ
う
。

▼
で
は
、
同
じ
く
声
に
出

し
て
読
む「
朗
読
」と
は
？

朗
読
を
た
の
し
も
う

松
丸
春
生 

著

　

朗
読
は
、
そ
の
作
品
を

読
み
込
み
、
意
味
を
考
え

自
分
な
り
に
理
解
し
、
声

に
出
し
て
読
み
ま
す
。

　

誰
と
誰
が
、
ど
こ
で
、

ど
ん
な
距
離
で
、
ど
ん
な

気
持
ち
で
と
、
作
品
上
見

え
な
い
部
分
を
推
測
し
考

え
ま
す
。

　

感
じ
と
り
方
は
、
人
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
。
朗
読

で
限
り
な
い
自
分
だ
け
の

作
品
世
界
が
あ
ふ
れ
出
す

で
し
ょ
う
。

　

読
ん
で
み
た
い

　
　
　

こ
の
一
冊

Information

■問･■申町立図書館（☎88－5852）

まちかどほっとナウ
Ujitawara  Town  Topics 

福
祉
バ
ス
な
ご
み
号
「
ギ
ャ
ラ

リ
ー
バ
ス
」
運
行　

幼
児
が
描

い
た
茶
ッ
ピ
ー
の
絵
画
展
示

なごみ号の車内に展示される作品の一つ

運
行
期
間　

北･
高
尾
ル
ー
ト
＝

９
月
３
日
（
月
）
～
28
日
（
金
）

た
高
齢
者
に
敬
意
を
表
し
、
長

寿
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
次
の

方
に
対
し
、
９
月
中
に
民
生
委

員
さ
ん
を
通
じ
、敬
老
祝
金（
町

商
工
会
発
行
商
品
券
）
を
お
贈

り
し
ま
す
。

対
象　

今
年
数
え
年
で
白
寿
・

米
寿
・
喜
寿
を
迎
え
、
９
月
１

日
現
在
で
本
町
に
引
き
続
き
３

年
以
上
在
住
し
て
い
る
方

支
給
額

・
白
寿
＝
３
万
円

・
米
寿
＝
２
万
円

・
喜
寿
＝
１
万
円

敬
老
会
の
開
催
時
期　

こ
れ
ま
で

９
月
に
開
催
し
て
い
た
「
敬
老

会
」
は
今
年
度
よ
り
暑
さ
が
や

わ
ら
ぐ
時
期
に
変
更
し
ま
す
。

今
年
は
11
月
４
日
（
日
）
に
開

催
。
対
象
と
な
る
70
歳
以
上
の

方
に
は
、
10
月
上
旬
に
案
内
を

お
送
り
し
ま
す
。

■問
福
祉
課（
☎
８
８-

６
６
３
５
）

新
築
・
増
築
家
屋
の
評
価
に

伺
い
ま
す

　

新
築
・
増
築
家
屋
に
対
す
る

固
定
資
産
税
の
算
定
の
基
礎
と

な
る
「
家
屋
評
価
」
に
役
場
税

務
・
会
計
課
職
員
（
身
分
証
明

書
を
携
帯
）が
お
伺
い
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
中
に
評
価
の
対
象

と
な
る
家
屋
（
離
れ･

倉
庫･

車

庫
等
含
む
）
を
新
築･

増
築
し

た
方
に
は
、
訪
問
日
時
等
を
記

し
た
案
内
文
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、家
屋
の
内
容
に
よ
っ
て

は
建
築
資
料
等
の
借
用
を
お
願

い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。調
査

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
税
務
・
会
計
課
（
☎
８
８-

６

６
３
３
）

特
定
の
血
液
製
剤
に
よ
り
Ｃ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
方
へ

血
等
で
特
定
の
血
液
製
剤
を
投

与
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
Ｃ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
方

に
は
、
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
相
談
窓
口
ま
で
。

請
求
期
限　

平
成
25
年
１
月
15
日

■問
厚
生
労
働
省
相
談
窓
口
（
☎

０
１
２
０-

５
０
９-

０
０
２
▼

受
付
時
間
＝
平
日
午
前
９
時
30

分
～
午
後
６
時
）

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
臨
時

休
館
と
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
閉
鎖

　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
施
設
内

特
別
収
蔵
庫
の
燻
蒸
処
理
を
行

い
ま
す
。こ
れ
に
伴
い
９
月
15
日

（
土
）午
後
６
時
か
ら
18
日（
火
）

午
前
７
時
ま
で
文
化
セ
ン
タ
ー

へ
の
立
入
り
が
禁
止
と
な
る
た

め
、16
日（
日
）と
17
日（
月
・
祝
）

を
臨
時
休
館
し
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
☎
８

８-

５
８
５
１
）

福
祉
応
援
金
の
支
給

③
満
70
歳
以
上
の
独
居
高
齢
者

＝
１
万
円

※
い
ず
れ
も
入
院
や
施
設
入
所

を
し
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

支
給
時
期　

９
月

■問
・
■申
福
祉
課
（
☎
８
８-

６
６

３
５
）

～明治の文学～
大人のための「ものがたり」

朗読
講座

日時　10月4･11・18日木（３回シリーズ）
　　　　午後１時30分～３時
講師　六嶋由美子さん（ひとりものがたり）
定員　先着10名（町内在住・在勤者）

～文豪に学ぶ人間学～
近代を生きた文豪たち

文学
講座

日時　９月21･28日金 午後１時30分～３時
第1回＝石川啄木、湯川秀樹　第２回=森鷗外
講師　山﨑國紀さん（花園大学名誉教授・文学博士）
定員　先着15名（町内在住・在勤者）

※いずれも会場は総合文化センター

　銘城台の住民や近隣の方々も
参加いただき、親睦と交流の場

となりました。
宇治田原クリス
タルバンド」や

「和太鼓サーク
ル・萌」、「ダンス
スクール1000」
の 皆 さ ん が ス
テージで熱演。
手づくりの夏ま

つりを盛り上げました。数多くの模擬店も出され、たこ焼きやフラン
クフルトなどを買い求める浴衣姿の来場者で溢れました。また、めじ
ろ会による輪投げコーナーでは子どもたちの元気な声が響きました。
会場は閉会まで大勢の参加者で賑わいました。
＜広報モニター（銘城台）田邉幸藏さん＞

　７月21日から８月12 日に開催
された、第44回「全京都学童軟

式野球選手権大会」でオール宇治田原ＢＢが、昨年の準優勝に続き、
第３位に輝きました。全１89チームがエントリーする中、順調に勝ち上
がったＢＢ。準決勝で岡屋スポーツ少年団と対戦し、前半３回で３点リー
ドする展開も、最終６回に逆転を許し、４－６で惜敗しました。悲願の
優勝はなりませんでしたが、激戦を勝ち抜き、昨年に続くベスト４入り
という輝かしい成績を残しました。

ふれあい
イベント 　銘城台夏まつり
多くの来場者で大賑わい

　８　／　４

全京都で３位に輝く
学　童
軟式野球　オール宇治田原BB

　８　／　12

　五穀豊穣や家内安全を願っ
て、奥山田会館から天神社まで

「練り込み囃子」を
奏でながら奉納しま
した。今年は約280
基の竹灯籠が境内な
どに置かれ、幻想的
な雰囲気が漂う中、
横笛、太鼓、鉦の「コ
ンチキチン」と優雅
な調べが響き渡りま
した。

竹灯籠２８０基に優雅な調べ
奥山田「練り込み囃子」

　８　／　15

↓

　

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
克
服
し

な
が
ら
日
常
生
活
を
頑
張
っ
て

い
る
方
に
対
し
、
福
祉
応
援
金

（
町
商
工
会
発
行
商
品
券
）
を

支
給
し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
９
月
中
旬
に

案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。
こ
れ

以
降
、案
内
が
届
か
な
い
方
で
、

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象　

７
月
１
日
現
在
で
本
町

に
６
か
月
以
上
居
住
し
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
65
歳
以
上
の
要
介
護
度
４
ま

た
は
５
の
方
と
同
居
し
、
主

と
し
て
介
護
し
て
い
る
方
＝

３
万
円

②
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２

級
）、
精
神
保
健
福
祉
手
帳

（
１
・
２
級
）、療
育
手
帳
（
Ａ

判
定
）
を
お
持
ち
の
方
で
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
＝

１
万
円

　

出
産
や
手
術
の
際
の
大
量
出

■問
企
画
・
財
政
課
（
☎
８
８-

６

６
３
２
）



　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

感
動
の
う
ち
に
閉
幕
し
ま
し
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
と
日
本
と
の
時
差

が
８
時
間
。
深
夜
テ
レ
ビ
で
寝

不
足
に
な
っ
た
方
も
多
か
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
は
目
標
と
し
て
い
た
金

メ
ダ
ル
数
に
は
及
ば
な
か
っ
た

も
の
の
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
卓

球
な
ど
で
初
め
て
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
り
、
四
十
数
年
ぶ
り
に

メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
競
技
な
ど

が
あ
り
、
13
種
目
に
わ
た
っ
て

過
去
最
高
の
メ
ダ
ル
数
を
獲
得

し
ま
し
た
。

　

今
回
、
史
上
初
め
て
義
足
の

ラ
ン
ナ
ー
が
走
り
ま
し
た
。
南

ア
フ
リ
カ
の
ピ
ス
ト
リ
ウ
ス
選

手
で
、
４
０
０
ｍ
と
１
６
０
０

ｍ
リ
レ
ー
に
出
場
し
、
４
０
０

ｍ
で
は
予
選
を
通
過
し
た
も
の

の
準
決
勝
で
敗
退
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
彼
が
予
選
で
出
し

た
45
・
44
秒
と
い
う
タ
イ
ム
は
、

出
場
選
手
52
人
中
16
位
と
上
位

の
記
録
で
し
た
。

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
両4

足
の
無
い
世
界
最
速
の
男

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
呼

ば
れ
向
か
う
と
こ
ろ
敵
な
し
で

し
た
。
そ
こ
で
彼
は
、
健
常
者

と
競
争
し
た
い
と
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
へ
の
出
場
を
願
い
出
ま

し
た
。
し
か
し
、
競
技
用
義
足

の
強
い
バ
ネ
の
反
発
力
や
転
倒

し
た
場
合
の
安
全
性
等
が
問
題

視
さ
れ
て
残
念
な
が
ら
出
場
が

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　私自身３回目となる長崎市
ピースフォーラムに行ってきま
した。このフォーラムの運営
やフィールドワークのガイド
などをしてくれるのが、何日
もの研修を受けたピースボラ
ンティアの社会人や大学・高
校生などです。彼らはとても
ひたむきでパワフル。３回の
参加で顔なじみになった１人
は、来年就職し、ウエディン
グプランナーになると話してく
れました。夢に向かって歩む、
前向きな彼らとの交流は、私
にエネルギーと刺激を与えて
くれます。

（Ｋ）

　

義
足
の
ラ
ン
ナ
ー
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くとうてん

（137）茶
さ

論
ろ ん

■投稿先　総務課広報（☎88－6631）　〒610－0289（住所記入不要）　Ｅメール info@town.ujitawara.kyoto.jp

元気のヒケツに登場する80歳以上の方を募集中　「写真」に、「氏名（ふりがな）」、「年齢」、「元気の秘訣（50文字以内）」、「電話番号」を添えて、郵便または
Ｅメールでお送りください。ご希望があれば、広報担当者が写真撮影に伺います。
わが家のアイドルに掲載する乳幼児を募集中　写真と、子どもの「氏名（ふりがな）」・「年齢（〇歳〇か月）」、「メッセージ（25字以内）」をお送りください。

わが家のアイドル。

辻井ひよりちゃん　（3か月）

我が家のおてんば娘！パパと
ママの宝物です♪

　

彼
は
、
先
天
的
な
障
が
い
で

１
歳
に
な
る
前
に
両
脚
を
膝
下

か
ら
切
断
さ
れ
ま
し
た
。
障
が

い
が
あ
り
な
が
ら
健
常
者
と
競

技
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
、

想
像
を
絶
す
る
血
と
汗
の
に
じ

む
苦
闘
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
障
が
い

の
あ
る
選
手
が
懸
命
に
競
技
す

る
姿
に
胸
が
打
た
れ
ま
す
が
、

ピ
ス
ト
リ
ウ
ス
選
手
が
世
界
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
走
る
姿
を

見
る
に
つ
け
、
障
が
い
者
や
健

常
者
と
い
う
分
け
隔
て
な
く
多

く
の
人
々
が
感
動
と
勇
気
を
与

え
て
も
ら
っ
た
に
違
い
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

残
暑
厳
し
い
折
、
皆
さ
ん
お

体
を
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
宇
治
田
原
町
長

　
　
　
　
　
　

奥
田　

光
治
）

前売チケット
好評発売中！

高齢者学び応援
パスポートが
利用できます！

渚ゆう子
オンステージ

　９月27日㊍
　開演　午後７時
　（開場 午後６時30分）

　場所　総合文化センター
　　　　さざんかホール

前売券

　2,000円　＊全席指定
　（当日券 500円増）

※ＵＰ満点カード３枚とチケット１枚を交換できます。
　（総合文化センターでのみ、先着200席）
※高齢者学び応援パスポートでの購入は総合文化センターのみとなります。
※未就学児の入場は、ご遠慮ください。

前売チケット発売所
　総合文化センター、本と文具つかたに、大辻百貨店、山利呉服店

■問総合文化センター（☎88－5851）

　町内の名所を巡り、スタンプを台紙に押して応募すると
特産品が当たる「スタンプラリー（後期）」を開催します。

期間　９月１日土 ▶１１月３０日金
　　　　　　　　　　　スタンプ設置場所　①猿丸神社②永谷宗円生家③御栗栖
　　　　　　　　　　　神社④巌松院⑤大道寺⑥中央公民館（山瀧寺跡）⑦建藤神社
　　　　　　　　　　　⑧遍照院⑨総合文化センター

台紙設置場所　役場、総合文化センター、スタンプ設置場所、京都
総合観光案内所（京都駅）等。町ホームページからダウンロード可

応募方法　９か所中６か所のスタンプを台紙に押して、必要事項を
記入し受付場所に提出。産業振興課へ台紙の郵送も可（最終日必着）。

応募受付場所　●産業振興課＝平日午前８時30分～午後５時
●総合文化センター＝土・日曜日、祝日午前９時～午後５時
※応募多数の場合は抽選。当選者の発表は賞品の発送をもって替えます。

■問 ･■申産業振興課（☎88－6638）

宇治田
原

いいと
こ探検

スタン
プラリ

ー

（後期
）

町内全域で 秋のクリーンキャンペーン
９月23日㊐　午前８時30分～（小雨決行）

※禅定寺・郷之口＝午前８時～  銘城台・岩山＝午前９時～

　和い輪いまちづくり宇治田原町推進協議
会（会長＝奥田光治町長）では、町内全域
で「秋のクリーンキャンペーン」を行いま
す。皆さんのご協力をお願いします。

■問和い輪いまちづくり宇治田原町推進協議会事務局
　（教育委員会教育課内 ☎88－5850）

左・前田　豪
ごう

ちゃん　（4歳）

右・前田　颯
そう

ちゃん　（4歳）

「誕生日おめでとう～。早く大きくなれよ☆仁より☆」

曽我部拓
たく

真
ま

ちゃん　（6歳）・ 亮
りょう

真
ま

ちゃん　（3歳）

　　　真
ま

結
ゆ

ちゃん　（4か月）

わが家の宝物♪兄妹３人、なかよく元気に育ってね☆

実施方法

　地区ごとに集合し指定の
　場所のごみを収集

集合場所

　各地区公民館・自治会館

■問教育委員会教育課（☎88－5850）


